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(鈴木)

★「エコフェスひたち」への市民の関心は、まだコ

ロナ前の状況に戻っていない印象だ。出展者も
かなり戻って来たように

見えるが、以前程にはま
だ至っていないようだ。

★他の出展者の状況を観て

も来場者が多く、対応に

★令和 6年度市エコフェスは、7月 20日 (土)シ ビック
センターで開催された。当日は 、.■1.T、 熊嘔
雷などもありにわか雨もあった .編鞭
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が、行事にはあまり影響もなく 家珀珈._Rlや習Liti観』
例年通りの賑わいだった。   へ響摯

_「,ず重ぶ鰈瞬
★当くらぶは今年も参加し、今迄 ,輌戯裁〕 り躍源イ
同様子供達に「木工工作」を楽しんで貰った。工作用
材料は、昨年の残 りがかなりあったので使って貰い

新 しく作らず間に合ったので助かった。
★木工工作については、くらぶで助川山の間伐等で伐

採 した木材から適宜切 り出し

た部材を用意 し、昨年と同様
に工作物は子供達の自由な

発想で楽 しんで貰った。

忙 しいところは見受けられなかった。特に子供

達の姿が少ない印象で反省点と感 じた。
★「保全くらぶ」としては、くらぶ員の高齢化が進む

なかで、工作材料の準備や当日の対応など年々

参加者がやや少なくなる傾向にあるが、子供達に
工作作 りを手伝 う楽 しみを感 じながら今後も出

来るだけ永く続けたいものだ。
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植樹地除草・国内整備作業

保全項目 実 施 日 作 業 内 容 作業の様子

除草作業

6月 25日

(景観)

・おむすび池手前管理道路沿えツツジ周 りの除草作業。
6月 20日 の作業に続き、斜面上部ツツジ周 り除草を実施。

・この場所のツツジは、おむすび池「植樹地」の林床に 1部
移植したいとの話もあり、具体的に検討して行きたい。

6月 27日
(野草)

・おむすび池手前バイパスのビオ トープ側斜面の植樹地の

除草作業を実施。
・この場所は、以前に苗木を移植したことがあるが、根付かず

に枯れたが、下穴を掘 り、腐葉土を移植時に入れる計画だ。

7月 9日

(景観)

・おむすび池植樹地の除草作業を実施.

7月 のビオ トープ除草作業で、1部植樹地の除草も実施。
・序にビオ トープ植樹地全般の除草を実施 し、おむすび池

東側の植樹地からビオ トープに至る全般の除草を終了。

7月 23日
7月 25日
(景観・野草)

・ネイチャーセンター前「やまぐりの丘」の除草作業実施。

管理道路側の 1部は 7月 18日 (木)に実施 したが残 りの

部分は 7月 25日 の作業で林床全体の除草は終了した。
・来場者が最初に目にするので林床が整理され良かった。

1

8月 6日

(定例)

・おむすび池植樹地の除草作業を実施 した。
この夏は 30度近い高温が続き、作業は早目に終了した。

・作業中に藪の中にハチがいて、2名 ばかり刺されたが、大事
に至らないよう早日に適切な治療をして戴きたいものだ。

☆令和 6年の日立市と保全くらぶの

連絡会議は 7/17(水)に実施。

市側は課長、係長他 1名 、保全く

らぶは岡田、梶川が出席。
☆主な議題 として、昨年の台風 13号

の被害対策では歩行者の安全が図

れる必要最小限の補修を優先する

方針を確認。
☆現在最大の問題 となっている枯松

とナラ枯対策については農水課を

含め来年度に実施検討中。
☆今後の改善提案や問題解決につい

て、両者協議の うえ解決するよう

努力する事を確認。

公園係との連絡会議

◆J月 17日 (土)保全くらぶ主催
の巣箱箱作り教室を開催した。
一般市民は2家族で 3名の参加
があり、好天で気温が上昇し暑
く教室屋根下での作業とした。

◆製作した巣箱は全部で 18個で

年末計画の園内巣箱掛けに利用

する。
◆年々、一般の市民参加が少なく

なる傾向だが 1藤岬甲甲圏甲甲邑
:

子供の参加を

増やすことを

含め検討し

たいものだ。

★ 8月 20日 (火)の定例作業は

おおみねの丘の トイレ入 口

に階段設置作業を実施 した。
入 日前に 3段の階段を造 り

幼児や年寄 り等がアクセスし易
くなるよう階段を作った。

★頂上入口に新 しい トイレが

あるが、ここも利用者が結構
いるようなのでアプローチを少
し改善し

入 日前は傾

斜だったが

階段にした
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2024エコフェスひたち
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ヤ マユリ」

ユ リの花の季節になり、助川山でもネイチャー

センター前の「やまぐりの丘」ではヤ

輪の花が見られる。ヤマユリはいろ
んな人達の努力で咲いてくれるが、
一方では、いたずらをする人が居て

咲いても花を採られたり、ユリ根を

掘って行く人もいる。
★ヤマユ リの花が咲く季節には、皆が花を楽 しめる
「やまぐりの丘」にしたいもので会員にもいろい

ろ工夫 して貰っているがなかなか実現が難 しい。

会員の努力と共に山に来る一般の人の協力が欠
かせないのでこれをどう実現して行くかが鍵だ。

(鈴木)

★花の大きなエリとしては、テッポウエ リがある。

助川山でも頂上付近で良く見られたが

最近はどうだろうか。
ヤマユ リにしてもテッポウエ リにして

も咲いても数が少ないので花を取った

り根を掘 られたりすると増えない。
★保全くらぶとしては以前からヤマユリを増やすため

いろいろと工夫を重ねて来ているが結局は来場者の

協力がないと実現しない。
これからも知恵を出し合い、工夫を重ねて「やまぐ
りの丘」を始め頂上など随所でヤマグリの花が楽し
めるようにしたいものだ。
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☆季節の野草便り

今年もくぬぎ広場とネイチャーセンター八日の

中間当りの管理道路脇にヤマユリが咲いた。
管理道路を歩きながらヤマユリが楽しめるのも
良いが、ネイチャーセンター前のやまぐりの丘に

咲いて貰いたいと思つている。以前には会員が

自宅で育てた苗を移植したこともあったが、採
取などもありその後は中断されたままだ。
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☆季節の樹木便り
初夏にアカメガシフの新芽が生え、や珈鮮紅色な
ので花では無いが良く目立った。名前も新芽が
鮮紅色で、葉がカシフのように大きくなること
に由来すると云われる。カシフの葉を食べ物を
蒸す時に使うなど生活に密着した樹木の一つと
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X野 層 の 工 す              議 ●、

6月 初めの定例作業で石の池東側でム 〔饉目際
クドリと思われる野鳥の玉子があった。1臀
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青色は天敵から守るためとの事。 担当 :(鈴木)

◆この夏は記録更新の高温 日が続き、毎 日のように

熱中症警戒アラートが発せられている。このためか助川

山への来山者数も例年より少なめとなっている。

訪れる方は皆さん飲料水を携帯し、熱中症対策に

配慮されており、現在まで事故は発生 していない。

暑さはまだまだ続くようなので引き続き熱中症対策

を継続 し、山歩きを楽 しんで頂きたい。

昨年以来、台風の強度が増 してきているように感 じ

る。急な夕立ち(ゲ リラ豪雨)も増えているため、助

◆川山の老木の中には強風による倒本が増加 してきて

いる。倒木発見時には役員に報告頂き、定例作業時

に早めの処理を実施 したい。

担当 :(梶川)

令和 4年度のパ トロール計画と実施 日数

パトロー‐ルだより

月 4 5 6 8 9 10 11 12 2 3

計画 2 4 3 2 2 2

実施 2 4 3

中止 0 0 0 0 0 0 0
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くらぶ内外の覆題

◆「季節の花便 り」に記載 したように、施設の除草作業中に植樹
した樹木の中に野鳥の巣が見られた。保全くらぶの活動の中心
は除草作業だが、野鳥の巣にお目にかかることはほとんど無い。

◆巣には数個の青い色の王子が産み付けられていたが、後で調
べて見るとムクドリではないかと想われる。
普段の作業では野鳥の巣を見ることはほとんど無く、珍しかっ
たが作業中であれば一寸した息抜きが出来る。

編集後記
◆今年の夏は例年に比べ特に暑いとは

思わないが、この時期の作業は体に応え
る。くらぶ員も年々歳を重ねているが

集団での作業は何とかやれている。
◆予定の作業は順調にやることが出来き、

暑さの峠を越すことが出来そ うだ。
最近思 うのは、特にくらぶ員の集団での

作業の意味合いで、長く続けたいもの。
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